
（2016.10）「高額療養費制度」と「限度額適用認定証」について 
 
 このコーナーで高額療養費制度について、何度かお知らせしてきました。高

額療養費制度は、同じ月内で医療費をたくさん払った場合に、自己負担限度額

を超えた分が後で役所から支給(返金）される制度です。高額な医療費の支払い
の負担が軽減される便利な制度ですが、窓口でいったん大きな金額を払わなけ

ればなりません。 
 「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯の場合
「限度額認定適用・標準負担額減額認定証」）とは、

６９歳以下の方が前もって区役所で手続きをして

「認定証」を受け取っておけば、医療費の窓口での

１ヶ月毎の支払いを自己負担限度額までにするこ

とができる、というものです。 
 例えば、所得の世帯合計が３００万円のＡさんが、

胃がんの手術で１０日間入院して医療費が１００

万円かかった場合を考えて見ます。 
▽「限度額適用認定証」を持っていない場合：病院

の窓口で３０万円（３割負担）を払い、後日役所か

ら約２１万円の高額療養費が支払われます。 
▽「限度額適用認定証」を持っている場合：病院の

窓口での支払いが、９万円となります。 
このように、「限度額適用認定証」を持っていれば、大きな手術や入院などをす

る際に数十万円など高額のお金を準備しなくても済むようになります。保険証

を持って、区役所保険年金課、支所保険年金係に行けば、「限度額適用認定証」

の交付を受けられます。 
（７０歳以上の方は高齢受給者証を提示することで、限度額の適用を受けられ

ますので必要ありません） 
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